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宇
都
宮
大
学
職
員
組
合

は
４
月
27
日
、
宇
都
宮
大

学
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
（
宇
都

宮
市
）
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
集
団
的
自
衛
権
問
題

を
考
え
る
」
を
開
き
ま
し

た
。
今
年
１
月
の
シ
ン
ポ

「
秘
密
保
護
法
廃
止
を
求

め
る
」
に
続
く
第
２
弾
で

す
。「
九
条
の
会
・
栃
木
」

所
属
の
須
藤
博
弁
護
士
が

講
演
し
、
参
加
者
の
質
問

に
回
答
。
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
す
る
安
倍
政

権
に
断
固
抗
議
す
る
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
問
題
で
シ
ン
ポ

　
　
　
　
　  

―
―
宇
大
職
組
―

日本共産党栃木県後援会総会日本共産党栃木県後援会総会
来春のいっせい地方選挙で勝利し、“第 3 の躍進”を本格的な流れに

大門実紀史
参議院議員

記念講演
とき

ところ

6/15日
午後 1 時 30 分～
第一部　総会　　第二部　記念講演

中間選挙・いっせい地方選挙の予定候補者の紹介も予定しています。

宇都宮市富屋地区市民センター
ホール　宇都宮市徳次郎町 80-2　TEL 028-665-1663

日本共産党栃木県後援会　028-658-4302

　
日
本
共
産
党
の
県
委
員

会
と
中
部
地
区
委
員
会
は

３
日
、
宇
都
宮
市
内
で
、

憲
法
を
守
ろ
う
と
市
民
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
野
村
せ
つ
子
県
副
委
員

長
、
荒
川
恒
男
、

福
田
久
美
子

両
市
議
、
田

部
明
男
市
政

対
策
委
員
長

が
参
加
し
、

二
荒
山
神
社

前
で
全
員
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

車
中
か
ら
手

を
振
る
な
ど

激
励
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

訴える（右から）荒川、福田、野村、田部の各氏

憲
法
守
る
決
意
新
た
に

　  

党
県
・
地
区
委
が
宣
伝

　
著
名
人
９
氏
に
よ
る「
９

条
の
会
ア
ピ
ー
ル
」
が

出
た
の
が
、
２
０
０
４

年
６
月
10
日
で
し
た
。

こ
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
た

と
き
は
、
小
泉
内
閣
で

あ
り
、
自
衛
隊
が
イ
ラ

ク
と
ク
エ
ー
ト
に
派
遣

さ
れ
た
こ
ろ
で
す
。
そ

う
し
た
時
に
出
さ
れ
た

９
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
は
、

同
内
閣
に
よ
る
憲
法
改

悪
、
戦
争
を
す
る
国
作

り
に
危
機
感
を
も
っ
て
、

国
民
に
対
し
、
９
条
を

も
つ
憲
法
を
守
れ
と
訴

え
た
の
で
す
。
こ
の
ア

ピ
ー
ル
で
は
、
集
団
的

自
衛
権
の
容
認
、
自
衛

隊
の
海
外
派
兵
と
武
力

の
行
使
、
非
核
三
原
則

や
武
器
輸
出
の
禁
止
の

見
直
し
、
そ
れ
に
何
よ

り
も
憲
法
改
悪
の
動
き

に
対
し
、
警
告
を
発
し

そ
れ
ら
を
や
め
さ
せ
る

た
め
の
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
で
き
る
努
力
を
す

ぐ
に
始
め
よ
う
と
訴
え

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か

ら
10
年
、
現
状
は
、「
戦

争
す
る
国
」
日
本
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特

に
安
倍
首
相
の
登
場
以
来
、

戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
解
体

と
国
の
形
の
見
直
し
が
、

急
速
度
で
進
ん
で
い
ま
す
。

特
定
秘
密
保
護
法
の
制

定
、武
器
禁
輸
原
則
の
撤

廃
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
は
、
そ
の
具

体
的
表
れ
で
す
。
中
で
も
、

解
釈
に
よ
っ
て
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
容
認

す
る
こ
と
は
、
９
条
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
９
条
の
も

と
で
の
戦
後
日
本
を
否

定
す
る
こ
と
で
あ
り
、

立
憲
主
義
の
否
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
暴
挙
を
許

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
を
戦
前
の
軍
国
主

義
国
家
に
戻
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
が
出
来
る
こ
と
に
限

り
は
あ
り
ま
す
が
、
い

う
べ
き
こ
と
は
言
う
こ

と
が
大
事
で
す
。
今
が

正
念
場
で
す
。
草
の
根

の
９
条
の
会
を
広
げ
に

ひ
ろ
げ
、
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

（
５
月
３
日
革
新
懇
集
会

で
の
挨
拶
よ
り
）

あいさつする
田中弁護士

立
憲
主
義
否
定
の
暴
挙
許
す
な

「
九
条
の
会
・
栃
木
」
事
務
局
・
田
中
徹
歩
弁
護
士

　
憲
法
施
行
か
ら
67
年
目

の
５
月
３
日
、
平
和
・
民

主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ

す
栃
木
の
会（
栃
木
革
新
懇
）

は
、
宇
都
宮
市
内
で
、
憲

法
集
会
「
憲
法
改
定
『
戦

争
す
る
国
』
を
許
さ
な
い
」

を
開
き
ま
し
た
。
全
国
革

新
懇
代
表
世
話
人
の
三
上

満
氏
と
田
中
正
造
を
現
代

に
活（
い
）か
す
会
事
務
局

長
の
飯
田
進
氏
が
講
演
し
、

約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
三
上
氏
は
、宮
沢
賢
治

の
童
話
「
烏（
カ
ラ
ス
）の
北

斗
七
星
」
な
ど
を
紹
介
し
、

「
命
を
い
と
お
し
み
、命
を

危
う
く
す
る
も
の
と
対
決

す
る
文
学
だ
」
と
評
価
し

た
う
え
で
、賢
治
に
つ
い
て

「
恐
怖
や
欠
乏
か
ら
免
れ
、

平
和
的
に
暮
ら
せ
る
生
存

権
の
大
切
さ
を
知
ら
せ
た

人
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
飯
田
氏
は
「
田
中
正
造

の
憲
法
観
、そ
し
て
自
民
党

改
憲
草
案
」と
題
し
て
講
演
。

「
正
造
は
、軍
備
破
棄
を
主

張
し
、基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
立
場
だ
が
、自
民

党
改
憲
草
案
は
天
皇
中
心

の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
も

の
だ｣

と
指
摘
し
、自
民
党

の
改
憲
草
案
を
批
判
。「
今

の
憲
法
の
大
切
さ
を
伝
え

よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、
弁
護

士
で
栃
木
革
新
懇
顧
問
の

石
川
浩
三
氏
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
し
、
九
条
の
会
・

栃
木
事
務
局
の
田
中
徹
歩

氏
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　
　「
太
平
山
麓
九
条
の
会
」

の
会
員
ら
50
人
は
３
日
、「
憲

法
９
条
世
界
の
宝
」
な
ど
と

書
い
た
プ
ラ
ス
タ
ー
を
栃
木

市
内
の
交
差
点
付
近
で
掲
げ
、

憲
法
９
条
守
る
思
い
を
訴
え

る
「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
１
文
字

が
90
㌢
も
あ
り
、
通
行
人
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

憲
法
集
会
２
０
０
人

　
　
　
三
上
満
氏
ら
が
講
演

「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
で
ア
ピ
ー
ル

　
　
　
　
　  

太
平
山
麓
九
条
の
会通行人にアピールする参加者

三上氏の講演に大きな拍手でこたえる参加者

9条守れの運動をいまこそ
憲法こわす解釈改憲ＮＯ

9条守れの運動をいまこそ
憲法こわす解釈改憲ＮＯ

　
日
本
共
産
党
県
委
員
会

の
小
池
一
徳
書
記
長
と
野

村
せ
つ
子
副
委
員
長
は
４

月
30
日
、
県
教
育
委
員
会

を
訪
問
し
、
ア
ピ
ー
ル
「
教

育
委
員
会
改
悪
法
に
反
対

す
る
国
民
的
共
同
を
よ
び

か
け
ま
す
」
を
檜
山
英
二

教
育
次
長
に
手
渡
し
、
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

　
小
池
書
記
長
は
、
政
府

が
検
討
し
て
い
る
法
案
に

つ
い
て
「
政
治
権
力
が
教

育
を
支
配
す
る
も
の
だ
」

と
指
摘
し
、「
安
倍
政
権

が
ね
ら
う
愛
国
心
教
育
の

押
し
つ
け
、
異
常
な
競
争

主
義
の
持
ち
込
み
を
許
さ

ず
、
教
育
委
員
会
の
独
立

性
を
守
る
た
め
共
同
し
ま

し
ょ
う
」
と
よ
び
か
け
ま

し
た
。
檜
山
次
長
は
「
国

会
で
の
審
議
を
見
守
っ
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
野
村
副
委
員
長
は
、県

教
委
が
す
す
め
る
全
員
参

加
型
県
版
学
力
テ
ス
ト
や

高
校
１
学
区
制
の
実
施
に

つ
い
て
、競
争
的
教
育
や
地

域
格
差
の
広
が
り
が
生
ず

る
と
の
懸
念
を
伝
え
ま
し
た
。

　
党
県
委
は
、
県
内
の
市

町
教
委
や
教
育
関
係
団
体

に
「
提
言
」
を
届
け
、
懇

談
を
広
げ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
１
月
に
開
か
れ
た
第
26

回
日
本
共
産
党
大
会
、
２

月
の
第
72
回
県
党
会
議
後
、

５
月
11
日
ま
で
に
各
地
区
・

郡
市
の
党
会
議
が
開
催
さ

れ
、
新
し
い
地
区
・
郡
市

の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
新
２
役
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
中
部
地
区
委
員
会

委
員
長
　
荒
川
恒
男（
67
）

新
、
副
委
員
長
　
田
部
明

男（
59
）再
、
横
山
明（
63
）

新

■
北
部
地
区
委
員
会

委
員
長
　
槙
昌
三（
70
）再
、

副
委
員
長
　
片
岡
忠
幸

（
71
）再
、
秋
山
幸
子（
63
）

新■
南
部
地
区
委
員
会

委
員
長
　
岡
村
恵
子（
60
）

再
、
副
委
員
長
　
川
上
均

（
58
）再
、
石
嶋
力
夫（
56
）

新■
芳
賀
郡
市
委
員
会

委
員
長
　
飯
塚
正（
62
）再
、

副
委
員
長
　
星
徹
夫（
69
）

再

◎
党
地
区
・
郡
市
の
新
体
制
決
ま
る

教
育
委
員
会
改
悪
法
反
対
の

ア
ピ
ー
ル
届
け  

党
県
委
、県
教
委
と
懇
談

栃木県母親大会inもおか
10:00～12:00
真岡市生涯学習会館
10:00～12:00
二宮コミュニティセンター

フリージャーナリスト

森住卓さん

6/8日
資料代800円

分科会

全体会

記念
講演

「まもろう いのちとくらし」

原発、福島、そして沖縄

〈主催〉第 49 回栃木県母親大会実行委員会
連絡先　tel 028-662-2090

第 49 回

　
第
85
回
栃
木
県
メ
ー
デ

ー
は
、
宇
都
宮
市
の
オ
リ

オ
ン
ス
ク
エ
ア
で
開
か
れ

ま
し
た
。
集
会
後
、
市
内

約
２
㌔
を
デ
モ
行
進
し
、

労
働
者
派
遣
法
の
大
改
悪

反
対
、
原
発
再
稼
働
阻
止

な
ど
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
。

東
京
電
力
栃
木
支
店
前
を

通
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放

送
局
前
で
は
「
籾
井
会
長

は
辞
任
せ
よ
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　
県
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

長
の
阿
波
長
次
県
労
連
議

長
は
「
安
倍
暴
走
政
治
に

対
抗
す
る
世
論
を
高
め
る

た
め
、
運
動
に
確
信
を
持

ち
、
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
頑

張
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
小
林
年

治
県
委
員
長
は
党
地
方
議

員
と
壇
上
に
立
ち
、
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
し
、
塩
川

鉄
也
衆
院
議
員
、
紙
智
子
、

大
門
実
紀
史
両
参
院
議
員

の
３
氏
連
名
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
栃
木

保
健
医
療
生
協
労
組
の
男

性（
32
）は
「
消
費
税
増
税

で
、
診
療
に
も
大
き
な
負

担
が
生
じ
て
い
ま
す
。
市

民
の
く
ら
し
や
社
会
保
障

を
脅
か
す
社
会
の
動
き
に

対
し
、
打
ち
勝
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

横
断
幕
や
ゼ
ッ
ケ
ン
に
要
求
を
掲
げ
、
歩
く
労
働
者

第85回県メーデー
安倍暴走に抗する県民運動を

栃木県政はいま…栃木県政はいま…
シリーズ第2回

「指標で見る
  劣悪な医療・福祉」

「指標で見る
  劣悪な医療・福祉」

　
県
政
世
論
調
査
で
常
に
県

政
へ
の
要
望
の
上
位
を
占
め

る
医
療
・
福
祉
。
全
国
的
な

指
標
か
ら
県
政
を
見
て
み
ま

し
た
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
医
療
の
面
で
特
徴
的

な
の
が
病
院
お
よ
び
病

床
数
が
少
な
い
こ
と
で

す
。
公
立
病
院
数
が
43
位
、

公
立
一
般
病
院
病
床
数

47
位
。
さ
ら
に
民
間
も

含
め
た
一
般
病
院
数
で

も
39
位
と
低
く
病
院
に

か
か
り
に
く
い
実
態
が

見
え
て
き
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
税
一
人
あ
た

り
調
定
額
（
２
０
１
２
年
）

が
全
国
一
高
く
、
滞
納

者
の
資
格
証
明
書
発
行

率
も
全
国
一
多
い
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
県
民
の

医
療
を
と
り
ま
く
環
境

は
劣
悪
と
い
え
ま
す
。「
平

均
寿
命
」（
２
０
１
０
年

統
計
）
が
男
性
38
位
、

女
性
46
位
、「
65
歳
の
平

均
余
命
」
が
男
性
45
位
、

女
性
47
位
で
、「
短
命
県
」

と
な
っ
て
い
る
の
も
、

こ
の
よ
う
な
問
題
と
無

関
係
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
福
祉
の
面
で
も
老
人

福
祉
費
、
老
人
ホ
ー
ム

数
と
も
43
位
。
保
育
所

の
数
33
位
、
民
生
費
42

位
と
下
位
で
す
。

　
財
政
力
は
全
国
12
位

（
２
０
１
１
年
）
で
あ
り

な
が
ら
県
民
福
祉
の
た

め
に
は
お
金
を
出
し
惜

し
む
。
そ
ん
な
県
政
の

姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

県
民
の
命
と
健
康
、
子

ど
も
と
高
齢
者
な
ど
弱

者
を
守
る
地
方
自
治
体

と
し
て
の
役
割
を
抜
本

的
に
強
化
す
る
こ
と
は

ま
っ
た
な
し
の
課
題
で

す
。

全国指標から見た栃木県の医療・福祉
（2011 年統計）

全国順位

39 位

39 位

43 位

47 位

43 位

43 位

33 位

42 位

12 位

項　　　　　目

一般病院数

一般病院病床数

公立一般病院数

公立一般病院病床数

老人福祉費

老人ホーム数

保育所数

民生費

財政力指数

（人口 10 万人あたり）

（人口 10 万人あたり）

（人口 10 万人あたり）

（人口 10 万人あたり）

（65 歳以上人口１人あたり）

（65 歳以上人口１人あたり）

（0 ～ 5 歳人口 10 万人あたり）

（人口 10 万人あたり）

（総務省「社会生活統計指標ー都道府県の指標2014」より）

デモ行進するメーデー参加者

！！


